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令和５年第１１回豊山町教育委員会定例会会議録 

 

１ 開催日時 令和５年１１月１０日（金） 午前９時３０分から午前１０時５５分まで 

２ 開催場所 豊山町役場 会議室３・４ 

３ 出 席 者 

    

 

 

  欠 席 者 

教育長          北 川 昌 宏 

教育長職務代理者     小 出 正 文 

教育委員         後 藤 明 美 

教育委員         志 水 千 鶴 

教育委員         鈴 木 森 晶 

説明のため出席した職員 

 事務局長         安 藤 憲 司 

学校教育課長             菊 地 智 行 

生涯学習課長       栗 山 直 樹 

教育専門員        小 坂 井 美 衣 

書    記 学校教育グループ     川 原 美 香 

 

４ 傍 聴 者 なし 

５ 議  題 日程第１ 前回会議録の承認 

日程第２ 教育長の報告 

日程第３ 付議案件 

（１） 議案第３０号  令和６年度教職員定期人事異動方針に

ついて 

（２） 報告第１号  令和６年度豊山町一般会計当初予算編

成方針について 

（３） 報告第２号  令和５年度第１回豊山町学校給食アレ

ルギー対応検討委員会の報告について 

（４） 報告第３号  令和５年度第１回豊山町生涯学習推進

審議会の報告について 

（５） 報告第４号  愛知万博メモリアル第１６回愛知県市

町村対抗駅伝競走大会への参加につい
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て 

（６） 報告第５号  令和５年度少年野球教室の開催につい

て 

日程第４ その他 

 

６ 議事内容 

 開会の宣告（午前９時３０分） 

教 育 長 ： ただいまから、令和５年第１１回豊山町教育委員会定例会を開会し

ます。 

  

 【日程第１ 前回会議録の承認】 

教 育 長 ： 議事に入ります前に、お手元に配布されております、令和５年１０

月２日に開催いたしました令和５年第１０回豊山町教育委員会定例

会の会議録は、このとおり承認してよろしいですか。 

  （「異議なし」の声） 

教 育 長 ： 第１０回豊山町教育委員会定例会の会議録は、承認をいたしますの

で、閉会後に委員の皆様のご署名をお願いします。 

  

 【日程第２ 教育長の報告】 

教 育 長 ： １１月に入っても全国各地で夏日が続くなど、異常気象が日常化し

ています。そうした中でも子どもたちはコロナ禍から解放され、お陰

様で小学校の修学旅行や中学校の文化祭など２学期の学校行事は滞

りなく実施されています。 

委員の皆様には、去る６日には新栄小学校の学校訪問にご参加いた

だき、ありがとうございました。タブレット端末の活用、対話を取り

入れた授業など先生方の創意工夫を拝見することができました。基本

的には一日６時間の授業が行われますが、一科目ごとに教材研究や授

業準備をしっかりとしなければならないことを考えますと、勤務時間

内に相当密度の濃い仕事をしなければならないことがわかります。子

どもたちに知的好奇心を誘発するような、わかりやすく、楽しい授業

を行うことは学校の基本です。教員の働き方改革をさらに進める必要

がここにあります。 

教員の勤務条件をこれまで以上に改善し、授業の質の向上につなげ

ていけたらと改めて思いました。 

小 出 委 員 ： 志水小学校の学校閉鎖は、どうなりましたか。 

事 務 局 長 ： １１月８日と９日の２日間休校しましたが、本日から再開しており
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ます。 

 この間の事業報告をいたします。 

 １０月４日に、町内校長会議がありました。 

 １０月１５日から１６日まで、１泊２日で３小学校の６年生が、修

学旅行で京都と奈良に行きました。 

 １０月２０日に、豊山中学校文化祭がありました。 

 １０月２３日に、町議会総務文教委員会が豊山中学校の視察を行い

ました。 

 １０月３０日に、第１０回豊山中学校施設整備基本構想会議を開催

しました。 

 １１月２日に、町内校長会議がありました。 

 １１月６日に、新栄小学校の学校訪問を行いました。 

 １１月７日から１２日まで、２０２６年アジア・アジアパラ競技大

会フラッグツアーのため、社会教育センター１階ロビーにＰＲパネル

等を展示しています。 

  

 【日程第３ 付議案件】 

教 育 長 ： それでは、付議案件に入ります。 

 「議案第３０号 令和６年度教職員定期人事異動方針について」、

事務局から説明をお願いします。 

事 務 局 長 ： ―説明― 

教 育 長 ： ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はございますか。 

小 出 委 員 ： 校長先生は、愛知県の名簿に登載された方から登用するとあります

が、民間の方が候補者名簿に登載されることはありますか。 

教 育 長 ： かつて、県立高校で民間人の登用をしたことがありますが、愛知県

内では今はありません。 

志 水 委 員 ： 校長先生とお話をすると、先生の数が全然足りていないと言われて

いました。志水小学校では、産休に入られている先生が多いが、代わ

りに入る先生が足りていないそうです。先生になる人自体が減ってい

るのでしょうか。 

教 育 長 ： 減っています。小学校の教員の倍率は、確か２．２倍だったと思い

ます。先生たちの勤務状況が厳しいといわれ、学生が敬遠する傾向が

あるようです。 

最近では、男性も育児休業を積極的に取っています。しかし、補充

する教員が不足しています。深刻な問題です。 

後 藤 委 員 ：  県の方針に従うことになると思うので、町独自の色を出すのは難し
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いですよね。 

教 育 長 ： 愛知県で任命するため、町独自で何かを行うことはなかなか難しい

です。 

 ご意見等ないようですので、ただいまの議案について、原案のとお

り可決してよろしいでしょうか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 ： 議案第３０号は、原案どおり可決されました。 

続いて「報告第１号 令和６年度豊山町一般会計当初予算編成方針

について」、事務局の説明を求めます。 

事 務 局 長 ： ―説明―  

教 育 長 ： ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はございますか。 

カーボンニュートラルやＳＤＧｓ等を予算にどのように反映させ

るというのは、具体的にどういうことでしょうか。 

事 務 局 長 ： 何か事業を始める際に、こういった視点を意識して予算編成をする

ように、ということだと認識しております。 

教 育 長 ： 続いて「報告第２号 令和５年度第１回豊山町学校給食アレルギー

対応検討委員会の報告について」、事務局の説明を求めます。 

学校教育課長： ―説明―  

教 育 長 ： ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はございますか。 

小 出 委 員 ： アレルギー対応者数が学校毎に出ていますが、近年増えています

か。 

学校教育課長： 令和３年度以前はわかりませんが、昨年度は豊山小学校１２名、新

栄小学校６名、志水小学校８名、豊山中学校８名の合計３４名でした。

傾向としては、あまり変わっていません。 

志 水 委 員 ： 除去食が卵と乳のみですが、それ以外の食品にアレルギーがある子

は、お弁当を持ってきているということですか。 

学校教育課長： 完全弁当の子もいますし、アレルギーが含まれるおかずの代わりに

お弁当を持ってきている子もいます。 

志 水 委 員 ： 除去食というのは、そのメニューが無くなるのか、抜いたものを代

わりに出しているのか、どういう対応になりますか。 

学校教育課長： 例えば、かきたま汁の代わりに、卵を除いたすまし汁のようなもの

を提供しています。 

教 育 長 ： 実際に食べてみると良いかもしれません。 

学校教育課長： ＰＴＡで見学の際に、給食を食べていただくこともできます。 

志 水 委 員 ： 学校に提案してみます。 

後 藤 委 員 ： 除去食でも給食費は同じですか。 
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学校教育課長： 給食費は変わりません。 

教 育 長 ： 続いて「報告第３号 令和５年度第１回豊山町生涯学習推進審議会

の報告について」、事務局の説明を求めます。 

生涯学習課長： ―説明―  

教 育 長 ： ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はございますか。 

文化庁やスポーツ庁から文部科学省への提言で、全国の市町村の中

学校の部活動を地域に移行していこうというものです。地域に移行す

る場合、施設や指導者の確保、保護者の負担が増えることへの懸念等、

様々な課題があります。 

当初は３年間を改革集中期間としていましたが、現在は推進期間に

変わり、それぞれの市町村で、やれるところから始めることになりま

した。 

豊山町では、令和４年８月に町長から諮問をいただき、生涯学習を

見直すという観点から、中学校の土日の部活動の見直しと、小学校の

部活動を段階的にやめることになりました。子どもたちの受皿作りを

兼ねて、生涯学習の講座の見直しも行っています。 

また、部活動には全国大会等があり、競技ごとに仕組みや時期が

様々で、細かい調整が必要になります。模索しながらやっていきます。 

志 水 委 員 ： 試合に出る際に、スポーツ少年団はノウハウがあるからスムーズに

移行できる気がしますが、わくわくくらぶに移行した場合に、試合に

は出られますか。 

生涯学習課長： 今行っているような試合に出ようと思うと、部活動を継続していく

必要があります。わくわくくらぶは、あくまでも土日の部活動を無く

した際の受け皿です。 

志 水 委 員 ： 試合は、学校で今まで通り行うということですか。 

生涯学習課長： 部活動を継続するならば、そうなります。 

志 水 委 員 ： 将来的には、部活動が完全に地域移行しますか。 

生涯学習課長： 国の理想はそうですが、学習指導要領に部活動の記載があるため、

難しい問題です。 

教 育 長 ： 特に中学校の部活動は、生徒指導面でも教育上大きな効果がありま

す。平日の部活動を無くすことまでには、議論は至っていません。ま

ずは、先生の働き方改革ということで、土日から見直します。 

例えば、野球をやったことのない先生が野球部の顧問になった場

合、自分でルールを覚え、道具を購入することがあります。 

部活動の顧問をやりたくて先生を目指す人がいる一方で、経験した

ことのない競技の顧問になる場合もあり、とても苦労される方もいま
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す。 

地域によっては生徒の数が減って、部活動が編成できない学校もあ

り、合同でチームを作って大会に出ているところもあります。 

教育専門員： 教員の負担量という視点で部活動をとらえるとすると、かなりのウ

エイトを占めているのは事実です。部活動の顧問になると、用具を全

てそろえ、指導するための書籍を読み、審判をするための講習会に行

く、ということを土日に行います。１日練習に参加したり、大会があ

れば、大会の運営や審判を行いながら、子どもたちの引率をします。 

平日だと、午前８時３０分から午後４時まで授業をして、午後６時

まで部活動の指導を行います。子どもたちが帰るときに下校指導をし

て、席に戻るのが午後６時３０分です。それから、子どもたちのノー

トや授業のプリントを見ると、午後７時３０分になります。それから

次の日の授業の準備をすると、帰る時間はさらに遅くなります。やっ

たことのない種目であれば、なおさら負担は大きくなります。 

 ただ、子どもたちとの距離感や、日常の子どもたちの状況がわかる

ため、部活動はとても大きな意味を持っています。子どもたちとの関

係づくりという点では、とても良いと思います。 

一方で、土日の部活動が地域等に移行されれば、本務である授業の

準備にかけられる時間を作ることができ、子どもたちにも還元してあ

げられるのではないかと思います。 

後 藤 委 員 ： 部活動の地域移行は、まだまだ検討が必要だと思います。 

わくわくくらぶのプログラムは、アンケートを取って決めています

か。 

生涯学習課長： アンケートは取っていませんが、今年から始めた吹奏楽やバスケッ

トボールは、小学校の部活動が無くなったため、部員数がとても多い

こともあり、地域で指導者を探しました。来年度の合唱は、ぜひやり

たいという指導者の方がいたため、お願いしました。 

町民の方からの希望があれば、事務局で指導者を探します。 

後 藤 委 員 ： 小学１年生でもできるものがあると良いと思います。居場所づくり

にもつながると思いますので、学校の先生にも聞いていただき、多様

なプログラムを用意してもらえるとありがたいです。 

生涯学習課長： 来年度は、合唱と、中部大学の学生を指導者として歴史講座を行う

予定です。 

教 育 長 ： 続いて「報告第４号 愛知万博メモリアル第１６回愛知県市町村対

抗駅伝競走大会への参加について」、事務局の説明を求めます。 

生涯学習課長： ―説明― 
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教 育 長 ： ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はございますか。 

 （質疑なし） 

教 育 長 ： 続いて「報告第５号 令和５年度少年野球教室の開催について」、

事務局の説明を求めます。 

生涯学習課長： ―説明― 

教 育 長 ： ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はございますか。 

 （質疑なし） 

教 育 長 ： その他にご意見等ないようですので、以上で付議案件を終わりま

す。 

  

 【日程第４ その他】 

教 育 長 ： 次に「その他」の事項に入ります。 

事務局から、その他で報告事項等はありますか。 

学校教育課長： ―連絡事項― 事務連絡（次回定例会の日程） 

 閉会の宣告（午前１０時５５分） 

教 育 長 ：  これをもちまして、令和５年第１１回豊山町教育委員会定例会を閉

会します。 

 



令和５年第１１回豊山町教育委員会定例会 次第 

 

日 時：令和５年１１月１０日（金） 

                          午前９時３０分 

場 所：豊山町役場３階 会議室３ 

 

１ 開会の宣告 

 

２ 前回会議録の承認 

 

３ 教育長の報告 

 

４ 付議案件 

（１） 議案第３０号 令和６年度教職員定期人事異動方針について 

（２） 報告第１号 令和６年度豊山町一般会計当初予算編成方針について 

（３） 報告第２号 令和５年度第１回豊山町学校給食アレルギー対応検討委員会の

報告について 

（４） 報告第３号 令和５年度第１回豊山町生涯学習推進審議会の報告について 

（５） 報告第４号 愛知万博メモリアル第１６回愛知県市町村対抗駅伝競走大会へ

の参加について 

（６） 報告第５号 令和５年度少年野球教室の開催について 

 

５ その他   

 

６ 閉会の宣告 
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議案第３０号 

 

令和６年度教職員定期人事異動方針について 

 

令和６年度教職員定期人事異動方針について次のとおり定めることについて、議決を求める。 

 

  令和５年１１月１０日提出 

 

                     豊山町教育委員会教育長 北 川 昌 宏 

 

提出理由 

 この案を提出するのは、教職員の定期人事異動方針を定める必要があるからである。 
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令和６年度教職員定期人事異動方針 

豊山町教育委員会 

 

 愛知県教育委員会の「令和６年度教職員定期人事異動方針」に基づいて実施

する。 

 

１ 適材適所を旨として公正かつ適正な異動を行い、年度当初から組織力を発 

揮できる体制づくりを図る。 

２ 職務経験の多様化や本県公立学校教育の将来を担う人材の育成をねらいと 

した配置を推進する。 

３ 教職員の意識向上及び職場の活性化を図る。 

４ 校長については、愛知県公立学校長任用候補者選考審査による「愛知県公

立小中学校長任用候補者名簿」に登載された者から登用する。 

  教頭については、愛知県公立学校教頭任用候補者選考審査による「愛知県

公立学校教頭任用候補者名簿」に登載された者から登用する。 

 校長、教頭等への昇任に当たっては、勤務成績が優秀で、かつ、意欲、行動

力を有する教職員を男女を問わず登用する。特に、改革意識を持ち、効率的な

業務運営を行うための高い経営センスと管理・監督能力を備えた人間性豊かな

教職員を登用する。 

５ 教職員の異動については、愛知県教育委員会の「令和６年度教職員定期人

事異動実施要領」にしたがって行う。 

 

 

※ なお、令和６年度の県費負担市町村立学校事務職員並びに学校栄養職員の

人事異動方針については、愛知県教育委員会の方針に準ずる。 
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参考資料 

 

≪令和６年度教職員定期人事異動方針≫ 

                                愛知県教育委員会     

 県民の信託に応えて本県公立学校教育の一層の充実・振興を図り、一層高度化・複雑化する

課題に対して、スピード感を持ってこれに対応できるよう、教職員の意識改革・士気高揚を求

め、組織力を向上させるため、次の基本方針に基づいて定期人事異動を実施する。 

 

１ 適材適所を旨として公正かつ適正な異動を行い、年度当初から組織力を発揮できる体制づ

くりを図る。 

２ 職務経験の多様化や本県公立学校教育の将来を担う人材の育成をねらいとした配置を推進

する。 

３ 全県的視野に立ち、広域にわたる人事をさらに推進し、教職員の意識向上及び職場の活性

化を図る。 

４ 特別支援教育の一層の充実や各学校の魅力化の推進や課題解決をねらいとした配置に努め

る。 

５ 校長、教頭等への昇任に当たっては、厳正かつ公平な審査に基づき、勤務成績が優秀で、

かつ、意欲、行動力を有する教職員を男女を問わず登用する。特に、改革意識を持ち、効率

的な業務運営を行うための高い経営センスと管理・監督能力を備えた人間性豊かな教職員を

登用する。 

 

≪令和６年度教職員定期人事異動実施要領≫ 

 人事異動方針の実現を図るため、この要領に基づき、異動を実施する。 

第１ 県立学校関係（省略） 

第２ 小中学校関係 

 １ 管理職人事 

   管理職人事の転任及び昇任については、広域的な視野に立って行う。 

  (1) 転任 

    学校の円滑かつ正常な運営を期するため、原則として同一校勤務２年未満の者の異動

及び校長、教頭の同時異動は行わない。 

  (2) 昇任 

   ① 校長 

     愛知県公立学校長任用候補者選考審査による「愛知県公立小中学校長任用候補者名

簿」に登載された者から登用する。ただし、特別の事情がある場合のほか、令和６年

３月３１日における年齢が、５７歳以下である者とする。 

   ② 教頭 

     愛知県公立学校教頭任用候補者選考審査による「愛知県公立学校教頭任用候補者名
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簿」に登載された者から登用する。ただし、特別の事情がある場合のほか、令和６年

３月３１日における年齢が、５７歳以下である者とする。 

 ２ 教員人事 

  (1) 転任 

学校間の教職員構成の適正化、職務経験の多様化、学校運営の活性化等を旨とし、次の

点を配慮して行う。 

   ① 広域にわたる人事は、中堅教員を主として、積極的に異動を推進する。 

   ② 同一校勤務１０年以上の者は、特別の事情のない限り異動を行う。また、新任以来

同一校勤務６年以上の者についても同様とする。 

   ③ 同一校勤務３年未満の者は、特別の事情のない限り異動の対象としない。 

   ④ 小・中学校間の人事交流を活発化し、異なる校種における職務経験をもつように配

慮する。 

   ⑤ 新設校の教職員構成は、豊かな教職経験と優れた指導力を有する人材を確保するよ

う特に配慮する。 

   ⑥ へき地学校及び分校に勤務する者については、実態をふまえ配慮する。また、特別

支援学級担当者についても同様とする。 

   ⑦ 異動後の通勤時間は、原則として公共交通機関で片道１時間３０分以内となるよう

配慮する。 

   ⑧ 市町村教育委員会は、校長の意見の申し出があった教職員の内申を行うときは、当

該校長の意見を付するものとする。 

  (2) 新規採用 

① 新規採用者は、地域間及び学校間の均衡を考慮して、全県的視野に立って配置する。 

② 新規採用候補者の住所の所在する学区の小学校又は中学校には、特別の事情がある

場合を除くほか配置しない。 

 ３ その他の事項 

  (1) 退職及び降任 

   ① 退職勧奨については、別に定める者について行う。 

   ② 職務遂行能力の減退した者又はその適性不十分な者については、降任の措置をとるこ

とができる。 

   ③ 自ら降任を申し出た場合においては、別に定める要領により、本人の申出に基づき降

任を認める。 

  (2) 人事異動の特例 

     次に掲げる者の人事異動に当たっては、本人の希望その他の状況に留意して実施する。 

   ① 身体障害者 

   ② 傷病により休職した者で、復職後２年未満の者 

   ③ 令和５年度に１月以上にわたる療養休暇を与えられた者で、予後の経過が良くない                             

者 
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   ④ 現在１月以上にわたる療養休暇を与えられている者 

   ⑤ 令和５年度の健康診断による指導区分がＢ１、Ｂ２、Ｃ１及びＣ２の者 

   ⑥ 令和５年度に出産した者、現在妊娠中の者及び育児休業中の者 

  (3) 異動の発令月日 

     退職は令和６年３月３１日付け、新規採用、転任及び昇任は令和６年４月１日付けと

する。 

 

  

≪令和６年度県費負担市町村立学校事務職員人事異動方針≫ 

県民の信託にこたえ、本県公立学校教育の一層の充実・振興を図り、事務職員の資質向上と

効率的な学校運営を図るため、次のことを基本として人事異動を実施する。 

１ 事務職員の能力をより一層発揮させるため、適材を適所に配置する。 

２ 職務経験の多様化や、効率的な人材育成をすすめる配置を行う。 

３ 広域的な視野に立ち、市町村間・教育事務所間の異動を推進する。 

４ 昇任に当たっては、勤務成績が優秀で企画力や管理能力の優れた事務職員、特に責任感、

行動力、広い視野を持ち合わせた人材を、男女を問わず登用する。 

５ 市町村教育委員会の内申を尊重する。 

 

≪令和６年度県費負担市町村立学校事務職員人事異動実施要領≫ 

  人事異動については、この要領に基づき実施する。 

１ 希望把握 

市町村教育委員会においては、校長を通じて事務職員の人事に関する希望を把握し、内申

に当たっては、希望事項に配慮すること。 

２ 広域人事 

(1) 市町村間・教育事務所間の異動に当たっては、地域間における事務職員の年齢・経験年

数等の構成が均衡を失することのないよう配慮し、広い視野に立ち広域にわたる人事交

流を推進すること。 

(2) 特に、同一市町村で長年にわたり引き続き勤務している事務職員については、計画的に

当該市町村外への異動を考慮すること。 

３ 転任 

(1) 同一校勤務が７年を超える事務職員については、原則として異動を行うこと。 

(2) 同一校勤務が３年に満たない事務職員については、原則として異動は行わないこと。 

４ 降任 

自ら降任を申し出た場合においては、別に定める要領により、本人の申出に基づき降任を

認める。 

５ 新規採用者の配置 

新規採用者は、原則として事務職員の複数配置校に配置し、指導・育成が継続して行われ
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るよう配慮すること。 

６ 通勤時間 

通勤時間については、原則として片道１時間３０分以内となるよう配慮すること。 

７ 発令期日 

退職は３月３１日付け、新規採用・転任等は４月１日付けを原則とすること。 

 

 

≪令和６年度県費負担市町村立学校栄養職員人事異動方針≫ 

県民の信託にこたえ、本県公立学校における健康教育の一層の充実・振興を図り、学校栄養

職員の資質向上を図るため、次のことを基本として人事異動を実施する。 

１ 学校栄養職員の能力をより一層発揮させるため、適材を適所に配置する。 

２ 職務経験の多様化や、効果的な人材育成をすすめる配置を行う。 

３ 広域的な視野に立ち、市町村間・教育事務所間の異動を推進する。 

４ 昇任に当たっては、勤務成績が優秀で企画力や管理能力の優れた学校栄養職員、特に指導

力、責任感、広い視野を持ち合わせた人材を、男女を問わず登用する。 

５ 市町村教育委員会の内申を尊重する。 

 

≪令和６年度県費負担市町村立学校栄養職員人事異動実施要領≫ 

人事異動については、この要領に基づき実施する。 

１ 希望把握 

  市町村教育委員会においては、校長を通じて学校栄養職員の人事に関する希望を把握し、

内申に当たっては、希望事項に配慮すること。 

  なお、共同調理場に勤務する学校栄養職員の在籍校の校長は、共同調理場の長と意見調整

を行うものとする。 

２ 広域人事 

 (1) 市町村間・教育事務所間の異動に当たっては、地域間における学校栄養職員の年齢・経

験年数等の構成が均衡を失することのないよう配慮し、広い視野に立ち広域にわたる人事

交流を推進すること。 

 (2) 特に、同一市町村で長年にわたり引き続き勤務している学校栄養職員については計画的

に当該市町村外への異動を考慮すること。 

３ 転任 

 (1) 同一校又は同一共同調理場勤務が７年を超える学校栄養職員については、原則として異

動を行うこと。 

 (2) 同一校又は同一共同調理場勤務が３年に満たない学校栄養職員については、原則として

異動は行わないこと。 

４ 降任 

自ら降任を申し出た場合においては、別に定める要領により、本人の申出に基づき降任を
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認める。 

５ 新規採用者の配置 

  新規採用者は、原則として学校栄養職員を複数配置する共同調理場に配置し、指導・育成

が継続して行われるよう配慮すること。 

６ 通勤時間 

  通勤時間については、原則として片道１時間３０分以内となるよう配慮すること。 

７ 発令期日 

  退職は３月３１日付け、新規採用・転任等は４月１日付けを原則とすること。 

 



 

報告第１号 

 

   令和６年度豊山町一般会計当初予算編成方針について 

 

 令和５年９月２８日付けで、別紙のとおり令和６年度豊山町一般会計当初予算編成方針が

豊山町から示されましたので報告します。 



１ 

令和５年９月２８日  

 

 各 部 局 長 様 

総 務 部 長  

 

令和６年度当初予算編成について（通知） 

  

 内閣府が公表した令和５年９月の月例経済報告によれば、我が国の景気は緩

やかに回復しており、先行きについても、雇用・所得環境が改善する状況下にお

いて、緩やかな回復が続くことが期待される。しかし、世界景気の下揺れが我が

国の景気を下押しするリスクがあり、物価上昇、金融資本市場の変動等の影響に

十分注意する必要があると指摘されている。 

町財政を取り巻く状況においては、固定資産税では大規模な設備投資が見込ま

れないことから減収が予想される一方で、物価高に伴う賃上げの影響や大手法人

の業績回復により、個人・法人町民税は増収の見込みであり、町税全体では前年

度を上回る見通しである。 

しかしながら、燃料費の高騰や原材料の上昇などの影響が見通せないことに加

え、今後は臨空第２公園の整備や豊山中学校をはじめとする老朽化した公共施設

の大規模な整備が控えており、多額の普通建設事業費が必要となるほか、ここ数

年で借り入れた地方債の償還が始まり、公債費が逓増していくことから、大変厳

しい状況が続くものと予想される。 

こうした中、令和６年度は第５次総合計画前期基本計画の最終年度を迎える。

引き続き、ＳＤＧｓの観点を踏まえ、誰ひとり取り残さないまちづくりの推進を

目指すとともに、急速に変化する社会情勢を見据えた施策の実施に向け、環境負

荷低減（脱炭素・カーボンニュートラル）をはじめ、少子化対策やＤＸ（デジタ

ルトランスフォーメーション）の推進など、直面する行政課題への的確な対応が

求められている。 

町としては、多様化する社会ニーズに対応した行政サービスを維持するために

は、限られた財源の中で厳格な優先順位付けを行い、真に必要な施設整備や施策

を実施していかなければならない。そのためには、厳しい状況が予想される中長

期的な財政見通しをすべての職員が認識し、常にコスト意識を持つだけでなく、

より積極的な財源確保の取組をこれまで以上に推進する必要がある。 

別紙（通知文 一部抜粋） 



２ 

予算編成にあたっては、こうした状況を強く認識したうえで、豊山町第５次総

合計画における「まちづくりの重点戦略」について、可能な限り優先的にその財

源配分に努めるものとする。また、単に慣例による予算要求ではなく、各部署が

主体的かつ責任を持って、創意工夫による歳入確保に一層努めるとともに、歳出

全般にわたる精査・見直しを進め、厳しい財政状況においても、歳入歳出の均衡

をしっかりと堅持しながら、将来にわたり持続可能な財政基盤の確立を図るもの

とする。 

以上を踏まえ、次のとおり年間予算を編成することとしたので、予算決算会計

規則第５条の規定に基づき通知する。 

 

１ 基本的事項 

 

（１）  予算要求は、豊山町第５次総合計画基本構想・基本計画、第６次豊山

町行政改革大綱やその他の行政計画を踏まえた実施計画のもとに行い、

特に以下の方針に従うこと。 

 

① 豊山町第５次総合計画における「まちづくり重点目標」「分野別まちづ 

くり目標」「まちづくりの重点戦略」に係るものについては、必ず予算（実 

施計画）に反映させること。 

② 各事業においては、５つの視点（カーボンニュートラル、少子化対策、 

ＤＸ推進、人口増加（定住人口・交流人口・関係人口）、コミュニティ推 

進）を意識のうえ、従来の事業の位置づけを整理するとともに、ＳＤＧ 

ｓのいずれの目標に該当するのかを明らかにすること。 

③ 新規・拡充事業に係る予算要求にあたっては、単に予算額を増額・追   

加するのではなく、事業の必要性・有益性を十分に精査するとともに、 

既存事業のスクラップ・アンド・ビルドを原則とすること。 

   ④ 県営名古屋空港を核とした地域振興、例えば就航地間の交流など、町

の歳入の底上げにつながるような施策についても事業化に努めること。 

   ⑤ 物価高騰による町民生活や町内経済への影響、国・県の動向などを注

視し、令和５年度下半期の補正予算による対応等も考慮しながら、令和

６年度当初予算案に盛り込む対策を検討し、予算化すること。 

 ⑥ 重要・懸案事項、サマーレビューヒアリングの内容を反映させること。 



３ 

（２）  実施計画シートの作成にあたっては、「予算要求書等作成事務要領」に

従うとともに、特に以下の方針に従うこと。 

 

① 「豊山町協働のまちづくり指針」に基づき、住民参画を推進した計画と

すること。 

② 「豊山町民間委託に関する指針」に基づき、事務事業の点検を行い、民

間委託を推進すること。 

③ 「豊山町職員環境保全行動指針」に基づき、省資源・省エネルギー等環

境対策に取り組むこと。 

④ 「豊山町補助金等交付規則」及び「豊山町補助金等交付基準」に基づき、

適正な補助金の執行に努めること。 

 

（３） これまでの議会審議、監査の指摘事項及び各種団体・町民からの要望に

十分留意すること。 

 

（４） 他部局に関連する事業については、必ず事前に関係部局と協議し、調

整のうえ予算要求を行うこと。特に、ＤＸに関する事項については、デ

ジタル化推進室と事前に調整のうえ予算要求すること。 

 

（５） 現年度の予算の執行状況を見極めるとともに、令和４年度の決算分析

を行い、特に不用額が生じた理由など歳入・歳出結果を精査した上で予

算要求を行うこと。 

 

（６） 国・県の予算編成や地方財政対策などの動向を積極的に把握し、的確

に予算に反映させること。 

 

（７） 働き方改革を推進するための関係法令に伴い、引き続き、長時間労働

の是正や多様で柔軟な働き方の実現などの措置を講ずる必要がある。業

務量の削減や合理化、職員間での業務量の偏在性を是正するなど、経費

の削減に努めること。 

 

 



報告第２号 

 

令和５年度第１回豊山町学校給食アレルギー対応検討委員会の報告について 

 

 令和５年度第１回豊山町学校給食アレルギー対応検討委員会を開催しましたので、下

記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 開催日時  令和５年９月２７日（水） 午前１１時～正午 

 

２ 開催場所  豊山町給食センター２階 研修室 

 

３ 出 席 者  豊山町学校給食アレルギー対応検討委員会委員 

        委 員：松 永 千 鶴、伊 藤 和 代、渡 邉 志 保、松 久 南 生 

伊 藤 貴 範、山 里 晴 美、上 原 正 子 

        事 務 局：北 川 昌 宏 教育長、山 下 美 幸 給食センター所長、 

山 永 五 香 学校教育グループ長、川 原 美 香 主任 

４ 欠 席 者  委  員：野 﨑 千 佳 

 

５ 議題 （１） アレルギー除去食提供の実施状況について 

     （２） 意見交換 

 

６ 議事内容【抜粋】 

議題（１）アレルギー除去食提供の実施状況について 

（資料に基づき事務局説明） 

【主な意見等】 

   ・アレルギー除去食の提供者のうち、新１年生は何人か。 

   →豊山小学校で卵１名、志水小学校で卵１名。 

   ・アレルギー除去食の提供は、問題なく実施できているか。 

   →実施できている。 

   ・アレルギー対応のフローチャートについてどう思うか。 

   →就学時健診で、事前にアレルギーの状況がわかるので助かる。命に係わる問

題であり、専門的な知識のある栄養教諭に面談に同席してもらえるのは、と

てもありがたい。 

   ・ヒヤリハット事例の報告体制をきちんと確保しなければならない。 

   ・原因は不明なこともあるが、情報として、夕食の食材に何が入っていたの

か、デザートは何なのかを記録して上げてほしい。原因を追究していくわけ



ではなく、次の事故を防ぐための情報提供に役立つことがある。委員会で協

議できると良い。 

   →マニュアルには「学校給食におけるアレルギー対応」とあるが、学校給食の

外で起きたことに対する対応の仕方や情報共有の仕方に課題があると感じ

た。 

   ・学校の中では訓練をしていても、学校の外では想定できていないことがあ

る。「食べる」ということを伴う活動であれば、想定しなければならない。 

   ・疲れているときや、今まで食べたことが無いものを食べて、発症することは

あり得るので、気を付けなければならない。 

 

議題（２）意見交換 

【主な意見等】 

 ・アレルギー対応で、最近の事例や参考になる事例があれば紹介してほしい。 

→アナフィラキシーは、西春日井地区だけでも８月から現在までで１０件程起

きており、珍しい事案ではない。 

    アナフィラキシーは、初期対応が非常に大切である。医師からは、服をめく

って皮膚所見を見ると良いと言われた。もし話ができない人でも、蕁麻疹が

出ていないかを確認した方が良い。 



アレルギー対応の実施状況について 

                                     

１ 令和５年度アレルギー対応者数及び除去食提供者数 

（１）アレルギー対応者数 

 豊山小 新栄小 志水小 豊山中 合計 

対応者数 １５ ５ ７ ６ ３３ 

 

（２）除去食提供者数 

 除去食提供者数 

豊山小 新栄小 志水小 豊山中 合計 

卵のみ ４ ２ ３ １ １０ 

乳のみ ３ ０ １ ０ ４ 

卵と乳 (両方) ０ ０ １ １ ２ 

合計 ７ ２ ５ ２ １６ 

 

 

２ 令和５年度アレルギー除去食実施状況 

 

 実施日 献立名 卵 乳 豊山小 新栄小 志水小 豊山中 合計 

１ 5/23 かきたま汁 〇  ４ ２ ４ ２ １２ 

２ 6/16 チーズ入りポタージュ  〇 ３ ０ ２ １  ６ 

３ 7/12 かきたま汁 〇  ４ ２ ４ ２ １２ 

４ 9/27 高野豆腐の卵とじ ※ 〇  ４ ２ ４ ２ １２ 

５ 10/26 親子煮 ※ 〇  ４ ２ ４ ２ １２ 

 

  合計 ５食（うち卵：４食、乳：１食）

資料１ 



３ 令和６年度新入学児童に対するアレルギー対応について 

 「豊山町立小中学校 学校給食における食物アレルギー対応マニュアル」に基づき、 

 手続きを進めます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※マニュアルＰ１０抜粋       
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報告第３号 

 

令和５年度第１回豊山町生涯学習推進審議会の報告について 

 

 令和５年度第１回豊山町生涯学習推進審議会を開催したので、下記のとおり報告

します。 

 

記 

 

１ 開催日時  令和５年９月２５日（水）午後２時から 

 

２ 開催場所  豊山町役場 会議室１ 

 

３ 出席者   委員 ：前田治（会長）、堀田裕子（副会長）、近藤良江、 

小出芳子、高山誠、安藤定雄、鈴木育生、永末猛、 

浅井惠子、柴田里子、村瀬萌 

事務局：鈴木 尚町長、北川昌宏教育長、小出泰司教育参事、 

安藤憲司事務局長、栗山直樹課長、今井栄佑主任、 

丹羽拓実主事 

 

４ 議題 

【議題】 

（１）【諮問事項】部活動の地域移行について③ 

（２）令和６年度の総合型地域スポーツ・文化クラブの企画・運営について 

（３）令和４年度豊山町生涯学習のまちづくり実施計画の報告について 

（４）令和５年度豊山町生涯学習のまちづくり実施計画の進捗状況について 

 

５ 議事内容【抜粋】 

議題（１）【諮問事項】部活動の地域移行について③ 

事務局より「部活動の地域移行」について、国及び県のガイドラインや他

自治体の例を踏まえ、総合型地域スポーツ・文化クラブやスポーツ少年団な

ど豊山町の資源を活用した地域移行の具体的な例を挙げ、活動の方向性や課

題とその対応策について説明した。また、今後、児童生徒・保護者・教職員

向けにアンケート調査の実施について説明した。（別添の資料参照） 

委員より「アンケート調査を実施する際は、分かりやすい言葉で地域移行・

地域連携についてどのように思っているのか聞くとよい。」、「地域移行をする

と、保護者の役割としてお弁当を作ったり送り迎えをしたりといったものが

出てくるので、しっかりと地域移行について周知し、理解してもらったうえ

で協力してもらう必要がある。」等の意見があった。 

会長より「休日の部活動の地域移行・地域連携をできるところから段階的
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に進めていくこと。指導者の確保という面で諸団体と協力していくこと。働

き方改革として教職員のワークライフバランスに考慮しながら進めていくこ

と。」とし、次回の会議に「中間まとめ」の素案を示すことで議題（１）につ

いては全員により承認された。 

 

議題（２）令和６年度の総合型地域スポーツ・文化クラブの企画・運営につい

て 

事務局より来年度の総合型地域スポーツ・文化クラブの種目内容について

資料に基づき説明した。 

会長より「わくわくくらぶの合唱は、やりたいといった声があったのか。」

という質問に対し、吹奏楽の指導者である小出委員より「現在、吹奏楽を実

施していて子どもたちにとても楽しんでもらっている。合唱は週２回の練習

で吹奏楽よりも気軽に本格的な練習ができると思い新たに提案させていただ

いた。」と説明があった。 

議題（２）については全員により承認された。 

 

議題（３）令和４年度豊山町生涯学習のまちづくり実施計画の報告について 

事務局より資料に基づき説明した。 

委員より「郷土資料室の企画展はどのような内容で開催したのか。」という

質問に対し、事務局は「昨年度は町制 50 周年を踏まえ、豊山町の今と昔の風

景を比較した写真展や 50 年にわたる広報の内容を掲載する広報展、毎年実施

している平和展を開催した。」と回答した。 

議題（３）については全員により承認された。 

 

議題（４）令和５年度豊山町生涯学習のまちづくり実施計画の進捗状況につい

て 

事務局より資料に基づき説明した。 

委員より「戦争体験の語り継ぎについて、音声や映像で記録を残してほし

い。」という意見があった。 

議題（４）については全員により承認された。 
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報告第５号 

 

   令和５年度少年野球教室の開催について 

 

 令和５年度の少年野球教室について、下記のとおり実施するので報告します。 

 

記 

 

１ 目的 

将来を担う子どもたちの未来の夢の応援と地域スポーツの振興を目的に、中日ドラゴン

ズで活躍した元プロ野球選手らを講師に招き、子どもたちに直接、プロ野球で培った高い

技術指導を行う。 

 

２ 日時・場所 

令和５年１２月３日（日） 午前９時００分から正午まで 

豊山グランド（雨天の場合 社会教育センターアリーナ） 

 

３ 対象者・参加費 

豊山町在住の小・中学生 

  無料 

  

４ 講師 

中日ドラゴンズ現役・ＯＢ選手 計３名（予定） 

 

５ 申込み 

豊山中学校野球部員、豊山町野球スポーツ少年団員、豊山フェニックス少年野球クラブ

員は、それぞれの指導者へ、その他の小・中学生は教育委員会事務局生涯学習課で受付を

行う。 

 

６ 後援 

株式会社中日新聞社（中日新聞豊場専売所・中日新聞豊山北専売所） 

 

７ 周知方法 

広報とよやま１１月号、生涯学習情報誌「生きがいタウン」、町ホームページなど 
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